
 

 

 

日   時：２０１6 年 3 月 12 日・3 月 13 日（土、日） 

会   場：甲南大学人間科学研究所（甲南大学１８号館） 

企画・講師：森 茂起（甲南大学文学部・人間科学研究所／臨床心理学） 

助言者：森 年恵（甲南大学非常勤講師） 

共   催：甲南大学心理臨床カウンセリングルーム 

後   援：兵庫県臨床心理士会 

対   象：医療・福祉現場でトラウマを抱えるクライエントに対する治療、援助を実践し

ている、またはその実践に興味がある臨床心理士や職員などの専門家、大学院生 

定   員：２０名 

参 加 費：２日参加 ７０００円（当日受付にて徴収します） 

   日曜のみ参加 ５０００円（定員にゆとりのあるときに限る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲 南 大 学 人 間 科 学 研 究 所 
Konan Institute of Human Science

ｓ 

 

第１３回ＫＩＨＳ心理臨床ワークショップ 

N E T (ナラティブ･エクスポージャー･セラピー)を学ぶ 
―人生史を語るトラウマ治療―（一日半コース） 

 

              

ワークショップ趣旨 
 

人間科学研究所では、地域の専門家を対象に、研究事業に関係した研修

会を毎年開催しております（研究事業の詳細はウェブサイトをご参照くだ

さい）。今年度は、研究の一貫として当研究所で実践を重ねております「ナ

ラティブ･エクスポージャー・セラピー」の研修会を実施いたします。ＮＥ

Ｔ開発者のトレーニングコース（ドイツ、コンスタンツ大学）を修了し、

技法の紹介、実践を行っている森茂起氏を講師とし、原理から技法まで実

習も通して理解していただける内容となっております。児童福祉分野・医療

分野等において、トラウマを抱えるクライエントへの治療、援助に携わる実践

家の方々のご参加をお待ちしております。 

 

                     甲南大学人間科学研究所 

                      所 長 川田 都樹子 



プログラム 
 

3 月 12 日 

受   付    １２：３０～ １２：５５ 

講   義    １３：００～１４：３０ 

 「ナラティブ･エクスポージャー・セラピーの理論と技法」 

実   習    １４：４５～１５：１５ 

 「花と石」ワーク・インストラクション 

 １５：１５～１６：３０ 

 「花と石」ワーク・実習 

質   疑    １６：３０～１７：００ 

３月１3 日 

受   付    ９：３０～ ９：５５ 

講   義    １０：００～１１：００ 

 「ホットスポットの語りの原理と技法」 

デモンストレーション １１：１０～１２：００ 

質   疑 １２：００～１２：３０ 

休   憩    １２：３０～１３：３０ 

実   習    １３：３０～１５：００ 

 「ホットスポットの語りと聞き取り」 

質   疑 １５：１５～１５：４５ 

講   義    １５：４５～１６：４５ 

ま と め    １６：４５～１７：００ 

※会場の近くには飲食店やコンビニエンスストアなどがありません。 
昼食はご持参いただくか、駅周辺までおでかけいただくことになります。 
館内に自動販売機はありませんが、お茶等は会場にご用意いたします。 

  

講師紹介 
 

森 茂起（もり・しげゆき） 

臨床心理士。専門は臨床心理学、トラウマ学。 

甲南大学文学部人間科学科 教授。甲南大学人間科学研究所 兼任研究員。 

 

著作『トラウマ映画の心理学―映画に見る心の傷』(新水社､2002 年)、『トラウマの表



象と主体(心の危機と臨床の知)』(新曜社､2003 年)、『トラウマの発見』(講談社、2005 年) 

『埋葬と亡霊―トラウマ概念の再吟味(心の危機と臨床の知)』(人文書院､2005 年)ほか 

翻訳『ビオン臨床入門』（金剛出版、2003 年）、『精神分析への最後の貢献―フェレンツ

ィ後期著作集』（共訳：岩崎学術出版社､2008 年)、『ナラティブ・エクスポージャー・セラ

ピー』（共訳：金剛出版､2010 年)ほか 

 

森 年恵（もり・としえ） 

コンスタンツ大学ＮＥＴ研修コース修了者。翻訳：『ナラティブ・エクスポージャー・

セラピー』（共訳：金剛出版､2010 年)ほか。 

 

＜講師より一言＞ 

人間科学研究所におけるトラウマを主題とした研究と治療実践の一環として、ナラティ

ヴ・エクスポージャー・セラピー（ＮＥＴ）の研修を行います。 

ＮＥＴでは、トラウマ体験に焦点を当てながら、人生史を詳しく語り、「自伝」を作成し

ていく作業を行います。トラウマ体験に起因する不安、恐怖を処理しながら、統合された

自伝的物語記憶を形成することを目指します。曝露（エクスポージャー）の要素を組み込

んでいるため、実施するには、原理と技法をしっかり理解しておく必要があります。本研

修会では、理論的背景の講義とともに、トラウマ体験の物語化の技法を、デモンストレー

ションと実習によって学びます。「花と石」ワークの実習も含む、１日半研修です。児童福

祉分野ないし医療分野において、多数のトラウマ的体験を過去に持つクライエントの治療、

援助に携わる実践家の参加を期待します。 

 

森 茂起 

 

申込方法 
 

メールにてお申し込みください 

件名を「ワークショップ参加申し込み」とし、本文に①氏名、②ご住所、③年齢、④職業(学

生の場合は学校名、学年)⑤臨床心理士資格の有無をご記入の上、下記アドレスまでお送り

ください。 

kihs_info@yahoo.co.jp ※締切は 2016 年 2 月 28 日(日)です 

参加の可否はメールにてご連絡いたします。 



万が一この期間を過ぎても連絡がない場合、お手数ですが当研究所までお問い合わせ

願います。 

注意携帯からお申し込みの場合は、上記アドレスの受信許可設定をお願いいたします。 

 

参加費は、当日受付にてお支払いいただきます。 

釣銭の必要がないようにご準備ください。 

 

問い合わせ先（メールにてお問い合わせください。） 
 

〒６５８－８５０１ 

神戸市東灘区岡本８－９－１ 甲南大学人間科学研究所 

Mail ： kihs_info@yahoo.co.jp 

Web ： http://kihs-konan-univ.org/ 

 
会 場 
 

 甲南大学１８号館３階 甲南大学人間科学研究所 講演室 

 受付：甲南大学１８号館１階ロビー 

 18 号館は甲南大学本校舎とは少し離れた場所にありますのでご注意ください。 

  お車でのご来場はご遠慮ください（特別な事情がある場合は事前にご連絡ください）。 

 当日の到着が遅れる場合は必ずご一報ください。 

やむを得ない事情で参加できなくなった場合も、必ずご連絡をお願いいたします。 

 

 
 


